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厚
生
労
働
大
臣

�

表
彰

　
勝か

つ

俣ま
た

好よ
し

正ま
さ

さ
ん
（
仙
石
原
）
が
、

町
遺
族
会
会
員
と
し
て
、
永
年
に

わ
た
り
援
護
事
業
に
貢
献
し
た
功

績
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

県
交
通
安
全

�

功
労
者
表
彰

　
鎌か

ま

倉く
ら

俊と
し

数か
ず

さ
ん
（
箱
根
）
が
、

箱
根
町
交
通
指
導
隊
員
お
よ
び
小

田
原
交
通
安
全
協
会
箱
根
支
部
員

と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
交
通
安

全
と
事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
神
奈
川
県
交
通

安
全
功
労
者
と
し
て
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
箱
根
町
賀
詞
交
換
会
が
１
月
7

日
、
約
３
６
０
人
の
参
加
の
下
、

湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
賀
詞
交
換
会
に
先
立
ち
、

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
平
成
30
年

度
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
政
の
振
興
・
発
展
、

公
共
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た

方
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
る
も
の
で
、
今
回
で
56
回
目
と

な
り
ま
す
。

「
箱
根
の
観
光
」に
つ
い
て
考
え
る

～
箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る「
箱
根
観
光
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
」が
開
催
さ
れ
ま
す
～

　
昨
年
４
月
に
発
足
し
た
箱
根
Ｄ

Ｍ
Ｏ
（
一
般
財
団
法
人
箱
根
町
観

光
協
会
）
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
分
析
に
よ
り
作
成
し
た
箱
根
町

の
今
後
の
観
光
戦
略
と
展
望
を
発

表
す
る
た
め
「
箱
根
観
光
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
こ
の
発
表
の
ほ
か
、

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
こ
れ
か

ら
」
や
「
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
観
光
に
活
か
す
」
な
ど
の

テ
ー
マ
を
設
け
て
、
テ
ー
マ
ご
と

に
分
科
会
も
実
施
し
ま
す
。
参
加

し
た
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
箱
根
の

観
光
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

日　
時　
3
月
11
日
㈪
13
時
～
17

時場　
所　
湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル

照
会
先　
箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ

�

☎
８
５
―
５
４
４
３

【
功
労
表
彰
】
（
敬
称
略
）

○
友と

も

保や
す

敏さ
と
し

（
小
田
原
）

　
永
年
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
本
町
の

国
民
健
康
保
険
の
適
正
か
つ
円
滑

な
運
営
を
図
り
社
会
保
障
の
充
実

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
。

〇
上う

え

村む
ら

愛め
ぐ
む

（
箱
根
）

　
永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
推
進

活
動
を
は
じ
め
福
祉
増
進
や
文
化

振
興
お
よ
び
統
計
調
査
な
ど
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
本
町
の
行
政
運

営
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
。

箱
根
町

�

体
育
協
会
表
彰

　
町
体
育
協
会
は
１
月
22
日
、
天

成
園
で
、
平
成
30
年
度
箱
根
町
体

育
協
会
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
住
民
の
社
会
体

育
の
振
興
・
発
展
に
顕
著
な
功
績

を
残
し
た
個
人
お
よ
び
団
体
を
表

彰
し
て
お
り
、
今
回
は
次
の
12
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
順
不
同
、

敬
省
略
）

【
感
謝
状
】

　
永
年
に
わ
た
る
社
会
体
育
の
振

興
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
功
績

○
勝か

つ

俣ま
た

泰や
す

彦ひ
こ

（
仙
石
原
）

【
功
績
表
彰
】

　
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
功
績
、

ま
た
は
全
国
大
会
な
ど
の
著
名
な

大
会
に
出
場

○
土と

岐き

優ゆ
う

花か

（
湯
本
）

　
第
71
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会　
女
子
４
０

０
ｍ　
出
場

○
小こ

宮み
や

大や
ま

倭と

（
湯
本
）

　
第
67
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
大

会　
男
子
団
体
戦　
出
場

○
久く

保ぼ

圭け
い

介す
け

（
湯
本
）

　
第
49
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

　
男
子
団
体
戦　
出
場

○
菊き

く

川か
わ

純じ
ゅ
ん

平ぺ
い

（
湯
本
）

　
第
66
回
関
東
高
等
学
校
柔
道
大

会　
団
体
戦　
出
場

○
勝か

つ

俣ま
た

優ゆ
う

心み

（
小
涌
谷
）

　
第
43
回
関
東
中
学
校
柔
道
大
会

　
女
子
団
体
戦　
出
場

○
菊き

く

川か
わ

空そ
ら

翔と

（
湯
本
）

　
第
24
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
全

国
選
抜
野
球
大
会　
出
場

○
鴻こ

う

田だ

樹た
つ
き

（
仙
石
原
）

　
第
24
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
全

国
選
抜
野
球
大
会　
出
場

○
松ま

つ

本も
と

拓た
く

真ま

（
宮
城
野
）

　
第
46
回
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
日
本
選

手
権
大
会　
優
勝

○
野の

地じ

嵩た
か

良ら

（
小
涌
谷
）

　
第
１
０
２
回
高
等
学
校
相
撲
金

沢
大
会　
団
体
戦　
ベ
ス
ト
16

○
萩は

ぎ

野の

雛ひ
な

子こ

（
湯
本
）

　
第
87
回
全
国
高
等
学
校
卓
球
選

手
権
大
会　
団
体
戦　
出
場

○
近こ

ん

藤ど
う

美み

七な

海み

（
宮
城
野
）

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
第
21

回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
南
砺
２
０
１
８　
出
場

神
奈
川
県
議
会
議
員
選
挙

足
柄
下
選
挙
区
立
候
補
予
定
者

�

事
前
説
明
会
の
お
し
ら
せ

　
平
成
31
年
４
月
７
日
執
行
の
神

奈
川
県
議
会
議
員
選
挙
足
柄
下
選

挙
区
に
お
い
て
立
候
補
を
予
定
し

て
い
る
方
を
対
象
に
、
立
候
補
届

出
手
続
き
な
ど
の
事
前
説
明
会
を
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
２
月
27
日
㈬
13
時
30
分

～場　
所　
小
田
原
合
同
庁
舎
３
階

３
Ｅ
Ｆ
会
議
室
（
小
田
原
市
荻
窪

３
５
０
―
１
）

対
象
者　
立
候
補
を
予
定
し
て
い

る
本
人
、
ま
た
は
本
人
に
代
わ
っ

て
届
出
手
続
き
を
さ
れ
る
方
お
よ

び
推
薦
届
出
を
さ
れ
る
方
（
立
候

補
予
定
者
１
人
あ
た
り
２
人
程
度
）

そ
の
他　
当
日
は
、
説
明
会
終
了

後
に
届
出
書
類
な
ど
の
記
載
方
法

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

必
要
書
類
な
ど
を
照
会
先
に
確
認

の
う
え
、
可
能
な
範
囲
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
神
奈
川
県
県
西
地
域
県

政
総
合
セ
ン
タ
ー　
企
画
調
整
部

企
画
調
整
課

☎
０
４
６
５
―
３
２
―
８
０
０
０

（
内
線
２
２
１
４
）

箱根町職員採用試験の
お知らせ

平
成
30
年
度
自
治
功
労
者
を
表
彰

�

賀
詞
交
換
会
の
席
上
で
披
露

左から
沖津弘幸議長　上村 愛さん　友保 敏さん　山口昇士町長

　正月の風物詩となっている第95回東京箱根間
往復大学駅伝競走が22チームの参加により １月
2日・ ３日に行われました。
　 2日（往路）のゴール後、箱根町園地の特設
ステージにて、箱根の伝統的工芸品である寄木
細工を広く全国に知ってもらうため、寄木で制
作したトロフィー・メダルを副町長から往路優
勝校の東洋大学に贈呈しました。

箱根駅伝往路優勝校に
寄木トロフィー・メダルを贈呈－�申し込みは 2月12日㈫まで�－

　平成３１年度に採用する職員の募集を次のとおり行い
ます。
1 　職種・人数
　　保育士・幼稚園教諭： ３名
　　消防士： １名
2 　申込期間
　　 2月１2日㈫ 9時～１6時
３ 　申込手続
　　�「申込書」などに所定の事項を記入し、総務部総

務防災課へ本人が持参してください。
　※�職種ごとの受験資格など詳細については、町ウェ

ブサイト、または総務防災課、各出張所、さくら
館、社会教育センター、消防本部で配布している
「箱根町職員採用試験の案内」をご覧ください。

４ 　試験日
　　 2月１5日㈮：保育士・幼稚園教諭　筆記試験
　　　　　　　　消防士　筆記試験、体力試験
　　 2月22日㈮：　面接
� 照会先　総務防災課　☎８5－956１
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D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D

所得税と町県民税の
申告相談を
実施します

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
小
田
原

税
務
署
ま
た
は
町
の
申
告
会
場
で
、

町
県
民
税
は
町
の
申
告
会
場
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な

方○�

給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の

所
得
が
20
万
円
を
超
え
た
方

○�

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
方

○�
事
業
を
し
て
い
る
方
や
不
動
産

収
入
の
あ
る
方　
な
ど

※
公
的
年
金
な
ど
の
年
金
収
入
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
の
他

の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合
、

所
得
税
の
確
定
申
告
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ

る
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
は
提
出
で
き
ま
す
。

●
給
与
や
年
金
か
ら
所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
方

　
次
の
よ
う
な
方
が
確
定
申
告
を

す
る
と
、
所
得
税
が
戻
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○�

年
末
調
整
に
控
除
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
（
年
末
調
整
さ
れ
て

い
な
い
）
場
合

対　
象　
扶
養
控
除
や
社
会
保
険

料
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
控
除
が

年
末
調
整
で
算
定
さ
れ
て
い
な
い

方申
告
に
要
す
る
も
の　
源
泉
徴
収

票
や
保
険
料
の
支
払
証
明
書
な
ど

○
医
療
費
控
除
を
追
加
す
る
場
合

対
象
の
医
療
費　
平
成
30
年
中
に
、

本
人
や
本
人
と
生
計
を
共
に
す
る

親
族
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費

控
除
額　
保
険
金
な
ど
で
補ほ

填て
ん

さ

れ
る
分
を
差
し
引
い
た
金
額
か
ら
、

総
所
得
の
５
％
ま
た
は
10
万
円
の

い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
を
差
し
引

い
た
額

控
除
限
度
額　
２
０
０
万
円

申
告
に
要
す
る
も
の　
医
療
費
控

除
の
明
細
書
な
ど
（
平
成
29
年
分

の
申
告
か
ら
領
収
書
の
添
付
は
必

要
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
自
宅
で

5
年
間
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
事
前
に
領
収
書
を
受
診
者
・
病

院
ご
と
に
集
計
し
明
細
書
を
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。
明
細
書
が
な
い

場
合
、
申
告
を
受
け
付
け
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
様
式
は
国

税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。

●
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

や
、
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の

所
得
が
な
く
、
年
末
調
整
さ
れ
て

い
る
方
は
、
原
則
と
し
て
町
県
民

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
平
成
30
年
の

所
得
を
申
告
し
て
も
ら
う
、
所
得

税
の
確
定
申
告
と
町
県
民
税
の
申

告
時
期
で
す
。

　
必
要
な
書
類
を
早
め
に
準
備
し
、

期
限
内
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
方
は
町

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

○�

昨
年
中
に
所
得
が
な
く
、
家
族

の
税
金
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い

な
い
方

○�

昨
年
中
に
所
得
が
あ
る
が
、
確

定
申
告
の
必
要
が
な
い
方

○�

そ
の
他
、
町
か
ら
申
告
書
が
送

ら
れ
て
き
た
方
で
、
確
定
申
告

の
必
要
が
な
い
方

　
主
婦
や
学
生
、
病
気
な
ど
で
所

得
が
な
か
っ
た
方
は
、
そ
の
旨
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

申
告
が
な
い
場
合
、
年
金
な
ど
の

給
付
、
国
民
健
康
保
険
料
や
介
護

保
険
料
の
決
定
、
所
得
証
明
書
な

ど
の
発
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
が
不
要
で
も
、

町
県
民
税
の
課
税
に
お
い
て
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記

載
の
あ
る
社
会
保
険
料
控
除
や
配

偶
者
控
除
以
外
の
各
種
控
除
（
生

命
保
険
料
、
医
療
費
、
扶
養
な

ど
）
を
追
加
す
る
場
合
は
、
町
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

●
申
告
書
な
ど
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
毎
回
必
要
で
す

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
伴

い
、
申
告
手
続
き
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書
類
な

ど
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が

毎
回
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
告
の

際
は
忘
れ
ず
に
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。

●
確
定
申
告
の
電
子
申
告
推
進
に

つ
い
て

　
国
税
庁
で
は
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
電

子
申
告
（e-Tax

）
を
推
進
し
て

お
り
、
町
の
申
告
会
場
で
も
受
付

で
き
ま
す
。

　

電
子
申
告
（e-Tax

）
に
は

「
利
用
者
識
別
番
号
」
が
必
要
と

な
り
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
取
得
で
き
ま
す
。
町
の
申
告
会

場
で
も
取
得
で
き
ま
す
が
、
あ
ら

か
じ
め
取
得
し
て
お
き
ま
す
と
申

告
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
電
子
申
告

（e-Tax

）
を
ご
利
用
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
、
税
務
署
か
ら
利

用
者
識
別
番
号
が
記
載
さ
れ
た
確

定
申
告
の
案
内
の
は
が
き
が
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D D

申 告 相 談 所 の 開 設

　青色申告、住宅借入金等特別控除の 1年目、平成29年分以前の確定申告、
譲渡所得に係る確定申告は、小田原税務署の指導により、町の申告会場で申
告相談ができませんので、小田原税務署で申告相談をしてください。

照会先　●税務課☎８5 ― ７７5０（町県民税、所得税）
　　　　●小田原税務署☎０４65 ― ３5 ― ４5１１（所得税、贈与税、住宅取得控除、消費税）

　 ３ /１5㈮は、役場分庁舎で「町県民税」の
み申告の受付を行います。
　所得税の申告（確定申告）の受付はでき
ませんので、注意してください。
【受付時間】
9 時～１6時（平日の湯本会場は１７時まで）
左表の★印は 9時～１2時の受付となります
のでご注意ください。
【会場】
・湯本…役場分庁舎　・温泉…温泉公民館
・宮城野…宮城野公民館
・仙石原…仙石原文化センター
・箱根…箱根出張所
※平成３１年 １ 月 １ 日現在で町内に居住して
いる方のみの受付となります。

●町の申告会場
日 月 火 水 木 金 土
2 /１７ 2 /１８ 2 /１9 2 /2０ 2 /2１ 2 /22 2 /2３
— 湯　本 湯　本 宮城野 宮城野 宮城野 —
2 /2４ 2 /25 2 /26 2 /2７ 2 /2８ ３ / １ ３ / 2
仙石原 仙石原 仙石原 温　泉 温泉★ 湯　本 —
３ / ３ ３ / ４ ３ / 5 ３ / 6 ３ / ７ ３ / ８ ３ / 9

— 湯　本 箱　根 箱根★ 仙石原 仙石原 —

３ /１０ ３ /１１ ３ /１2 ３ /１３ ３ /１４ ３ /１5
湯　本 湯　本 宮城野 宮城野★ 湯　本 湯　本

●小田原税務署　☎0４65－３5－４511
日時（受付時間）

2 月１８日㈪～ ３月１5日㈮の
平日
（ 2 月2４日㈰・ ３月 ３日㈰
は開設）

受付： ８時３０分～１6時まで
相談： 9時～１７時まで

【所得税以外の税目】
・贈与税（納税）　　　 ３月１5日㈮まで
・個人事業者の消費税　 ４月 １日㈪まで
※詳しくは小田原税務署にお問い合わせください。

●�（公社）小田原青色申告会（所得税）による
　申告指導　☎0４65－2４－261４

日時（受付時間） 会　場

2月 １日㈮～
３月１5日㈮

9時～１5時
（最終日は１４時
まで）

青色会館 ３階
大ホール
（小田原市本町
2 - ３ -2４)

※土曜日はお休みです。

申告書は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」でも作成できます。
（利用者識別番号（納税者用ＩＤ）は「国税庁　利用者識別番号」で検索！）

【国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp】

次の本人確認書類の提示または写しの添付が必要です

または
マイナンバーカード

＋
ご本人のマイナンバーを確認できる書類
●通知カード
●住民票の写し又は住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載のあるものに限る）

� のうちいずれか１つ

番号確認書類
記載したマイナンバーの持ち主であることを
確認できる書類
●運転免許証　●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　●障害者手帳
●在留カード　●年金手帳
� などのうちいずれか１つ

身元確認書類

詳しくは 国税庁 検 索
申告・納税・申請すべておまかせ e－Tax
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産
前
産
後
期
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
に
！

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
産
前
産
後

期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

と
な
り
ま
す
。

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら

４
ヶ
月
間
（
以
下
「
産
前
産
後
期

間
」
と
い
い
ま
す
）
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
３
ヶ
月
前
か
ら
６
ヶ
月

間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
ヶ

月
）
以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。

（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た
方

　
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申

し
込
み
を
総
務
防
災
課
町
民
係
お

よ
び
出
張
所
で
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
少
額
の
保
険
料
で
加
入
で
き
ま

す
の
で
、
万
一
の
交
通
事
故
に
備

え
、
家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
者　
町
内
在
住
の
方
お
よ
び

町
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

加
入
期
間　
加
入
日
～
平
成
31
年

３
月
31
日
㈰

保
険
料　
2
月
中
に
加
入
さ
れ
る

方
は
１
口
80
円
で
す
。

※
保
険
料
は
、
月
ご
と
に
１
口
40

円
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
１
人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
の
対
象　
被
保
険
者
が
、
国

内
で
の
車
両
（
電
車
・
自
動
車
・

二
輪
車
・
自
転
車
な
ど
）
の
衝
突

お
よ
び
横
転
事
故
、
ま
た
は
歩
行

中
の
車
両
と
の
接
触
事
故
に
遭
わ

れ
た
場
合
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
航
空
機
・
船
舶

な
ど
に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対

象
外
で
す
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金
（
加
入
口
数

1
口
に
つ
き
）

を
含
み
ま
す
）

対
象
者　
「
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
」
で
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降
の
方

届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の
６
ヶ

月
前
か
ら
届
出
可
能
で
す
。

※
た
だ
し
、
届
出
が
で
き
る
の
は

平
成
31
年
４
月
か
ら
で
す
。

届
出
先　
保
険
健
康
課

届
出
時
に
必
要
な
も
の

　
出
産
前
の
届
け
に
は
、
母
子
健

康
手
帳
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
出
産
後
の
届
け
に
は
、
原
則
不

要
で
す
が
、
被
保
険
者
と
子
が
別

世
帯
の
場
合
は
、
出
生
証
明
書
な

ど
出
産
日
お
よ
び
親
子
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

照
会
先　
小
田
原
年
金
事
務
所

☎
０
４
６
５
―
２
２
―
１
３
９
１

○�

死
亡
ま
た
は
事
故
に
よ
る
後
遺

障
害
認
定
を
受
け
た
場
合

�

１
０
０
万
円

○�

け
が
に
よ
り
１
日
以
上
通
院
・

入
院
し
た
場
合

�

５
，
０
０
０
円
～
12
万
円

※
治
療
期
間
に
よ
っ
て
金
額
は
変

わ
り
ま
す
。

そ
の
他　
こ
の
保
険
は
、
他
の
保

険
（
健
康・労
災・生
命・傷
害・自

動
車
保
険
）
な
ど
と
関
係
な
く
、

保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

照
会
先　
総
務
防
災
課
（
町
民
係
）

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

�

養
成
講
座

　
自
殺
者
の
数
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
全
国
で
年
間
約

２
万
１
，
０
０
０
人
、
１
日
に
約

60
人
余
り
が
自
ら
の
命
を
絶
っ
て

い
ま
す
。

　
自
殺
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
自
分
自
身
は
も

ち
ろ
ん
、
悩
ん
で
い
る
人
に
寄
り

添
い
、
支
援
で
き
る
よ
う
に
、
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
時　
3
月
18
日
㈪
14
時
～
15

時
30
分

場　
所　
役
場
本
庁
舎
4
階
会
議
室

内　
容
（
テ
ー
マ
）

　
「
大
切
な
い
の
ち
を
支
え
る
輪

を
広
げ
よ
う
」

講　
師　
湘
南
精
神
保
健
福
祉
士

事
務
所　
所
長　
長
見
英
知　
氏

（
精
神
保
健
福
祉
士
）

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

持
ち
物　
筆
記
用
具

そ
の
他　

受
講
者
は
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

自
然
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が

�

健
康
に
よ
い
理
由
～
裸
足
に
な
り
た
い
～

�

箱
根
芦
ノ
湖
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
通
信（
そ
の
12
）

　
そ
れ
は
私
が
教
員
に
な
っ
て
２
校
目
。

他
県
の
山
の
小
さ
な
学
校
に
赴
任
し
た

４
月
の
あ
る
日
曜
日
。
学
校
へ
向
か
っ

て
車
を
走
ら
せ
て
い
る
と
、
農
作
業
途

中
の
お
じ
さ
ん
が
自
転
車
を
引
い
た
中

学
生
を
叱
り
つ
け
て
い
る
場
面
に
出
く

わ
し
ま
し
た
。
「
事
故
か
な
？
」
何
と

も
言
え
ぬ
胸
騒
ぎ
が
よ
ぎ
り
ま
す
。
車

を
停
め
て
駆
け
寄
り
、
声
を
か
け
ま
し

た
。

　
す
る
と
「
お
う
！
先
生
け
ぇ
？
こ
こ

の
交
差
点
は
あ
っ
ち
か
ら
来
ん
と
、
一

時
停
止
が
分
か
ん
な
く
て
よ
く
事
故
が

あ
ん
だ
よ
！
」
と
い
う
の
で
す
。
そ
の

交
差
点
は
小
学
校
区
の
外
で
、
入
学
ま

も
な
い
中
学
生
が
よ
く
接
触
事
故
を
起

こ
す
場
所
で
し
た
。

　

そ
の
地
域
は
、
元
は
一
村
一
中
学

校
で
、
ま
さ
に
『
子
ど
も
は
村
の
宝
』

『
学
校
は
お
ら
が
村
の
学
校
』
と
い
う

土
壌
が
根
付
い
て
い
て
、
他
人
の
子
で

あ
ろ
う
と
叱
る
べ
き
場
面
で
は
き
ち
ん

と
叱
る
こ
と
が
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て

い
る
地
域
で
し
た
。

　
今
は
時
代
が
違
い
、
そ
う
は
い
か
な

コ
ラ
ム
「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」

～
地
域
で
さ
さ
え
る・地
域
へ
つ
な
ぐ
～

い
で
し
ょ
う
が
、
情
報
共
有
は
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
住
民

だ
か
ら
こ
そ
知
り
得
る
情
報
。
幼
少
期

か
ら
見
て
き
た
か
ら
分
か
る
そ
の
子
の

特
性
な
ど
…
様
々
な
情
報
が
生
徒
個
々

の
理
解
と
指
導
に
大
き
く
役
立
つ
の
で

す
。

　
箱
根
は
一
町
一
中
学
校
で
す
が
、
広

い
学
区
な
の
で
地
域
の
生
徒
の
様
子
を

な
か
な
か
つ
か
み
き
れ
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
逆
に
地
域
の
皆
様
も
箱

根
中
学
校
の
様
子
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
校
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
毎

日
の
学
校
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
様
か
ら
も
生
徒
の
様
子

を
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

箱
根
中
学
校

�

☎
８
２
―
３
０
０
０

�

（
文
責　
教
頭
・
生
月
）

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

　
今
回
は
、
五
感
の
中
で
も
、
触
覚
、
足

の
裏
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
ま
す
。

【
足
裏
は
第
二
の
心
臓
】

　
「
足
裏
は
第
二
の
心
臓
」
と
呼
ば
れ
、

足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー

の
説
明
で
は
「
心
臓
が
全
身
に
血
液
を

送
っ
て
健
康
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
に
、

足
裏
も
全
身
に
刺
激
を
与
え
て
健
康
を
維

持
し
て
い
る
」
と
あ
り
、
ま
た
、「
足
裏

に
は
重
要
な
ツ
ボ
が
多
く
あ
り
、
ツ
ボ
を

刺
激
す
る
こ
と
で
、
血
行
が
促
進
さ
れ
、

症
状
を
緩
和
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
も
説
明
し
て
い
ま
す
。

【
自
然
に
触
れ
て
健
康
に
な
る
】

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
の
関
連
で
興
味
深
い

の
は
、
医
学
博
士
の
堀
康
則
氏
が
提
唱
し

て
い
る
、
体
内
静
電
気
を
抜
く
「
ア
ー
ス

健
康
法
」
で
す
。（
参
考
書
籍　

堀
泰
典

「
は
だ
し
で
大
地
に
立
つ
と
病
気
が
治
る
」

マ
キ
ノ
出
版
）

　
「
体
内
静
電
気
」
と
は
、
冬
に
バ
チ
ッ

と
す
る
体
表
静
電
気
と
は
異
な
り
、
体
内

に
た
ま
っ
て
い
る
静
電
気
の
こ
と
。
体
内

静
電
気
が
増
え
る
と
、
様
々
な
不
調
の
元

凶
に
な
る
そ
う
で
す
。
こ
の
体
内
静
電
気

を
抜
く
た
め
の
方
法
が
、「
裸
足
で
大
地

に
立
つ
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
方
法
な
の

で
す
。
砂
浜
な
ど
、
大
地
を
裸
足
で
歩
い

て
気
持
ち
が
い
い
の
は
、「
体
の
中
に
た

ま
っ
た
体
内
静
電
気
が
大
地
に
ア
ー
ス
さ

れ
る
、
つ
ま
り
、
外
へ
抜
け
て
い
く
か
ら
」

と
の
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
現
代
の
生
活
は
自
然
と
肌
で

接
触
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
「
体
内
静
電
気
を
抜
く
に
は
、
大
地
や

川
、
海
と
い
っ
た
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が

い
ち
ば
ん
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
筆
者
も
意
識
的
に
、
さ
ら
に
自
然
に
触

れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

執
筆
者　
新
行
内
勝
義
（
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
・
森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
精
神
保
健
福

祉
士
）

　
箱
根
や
す
ら
ぎ
の
森
に
も
、
裸
足
に
な

れ
る
芝
生
の
広
場
が
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
森
の
ふ
れ
あ
い
館

�

☎
８
３
―
６
０
０
６

プレママ・パパ
� （出産育児）教室

日　時　 2月2７日㈬１３時３０分～１6時
場　所　さくら館
内　容�　お産や母乳育児についての話、

赤ちゃんの沐
もく

浴
よく

実習
対　象　これから母親、父親になる方
持ち物�　母子健康手帳、筆記用具、エ

プロン
申込方�法　 2月2０日㈬までに電話で申

し込んでください。
申込・照会先
　子育て支援課
　☎８5－9595
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２ 月は です省エネ月間
無駄を省いて快適に生活しましょう。地球にも家計にも優しい生活を！

●１
　冷蔵庫の無駄な開閉
は控えましょう。
　冬は冷蔵庫の設定温
度を弱や中にすること
も良いです。

●５
　ガスコンロは炎が鍋底からはみ出さない
ように調節すると効率的です。

●２
　不要な照明はこまめに
消灯。
　省エネ効果の高いＬＥ
Ｄ照明もおすすめです。

●４
　エアコンなど暖
房器具は適切な温
度設定とし、フィ
ルターの掃除で暖
房効率が上がりま
す。

●６
　シャワーは不必要に
流したままにしないよ
うにしましょう。

●３
　テレビは部屋の明るさに合わせた適切な
明るさで視聴しましょう。

　
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
1

月
10
日
、
湯
本
小
学
校
校
庭
に
お

い
て
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
町

の
安
全
確
保
に
尽
力
し
た
消
防
団

員
の
表
彰
の
ほ
か
、
「
仙
石
原
幼

児
学
園
」
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に

よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
や
踊
り
、

消
防
団
員
の
ポ
ン
プ
車
操
法
の
演

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
車
両
13
台
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
の
後
に
は
、
早
川
河
川

敷
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
華
や

か
に
新
春
を
飾
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。［
順
位
不
同

敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
担
当
分
団

地
域
］

［
町
長
表
彰
］

◎
優
良
表
彰

　
鈴
木
昭
生
（
湯
本
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
３0
年
勤
続
）

　

鈴
木
昭
生
（
湯
本
）、
野
沢　

龍
（
須
雲
川
）、
岡
田　

努
（
湯

本
）、
鈴
木
一
利
（
仙
石
原
）、
吉

田
信
介
（
大
平
台
）、
金
子
貞
之

（
宮
ノ
下
）、
山
木
一
人
（
箱
根
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
勤
続
）

　
清
水
俊
介
、

野
日
出
夫
（
湯

本
）、
小
林　
誠
（
大
平
台
）、
駒

篤
司
（
元
箱
根
）、
平
塚
敏
規
、

石
井
宏
尚
（
大
平
台
）、
吉
田
英

一
（
宮
ノ
下
）、
塚
本
大
介
、
松

本　

卓
、
青
野
哲
也
、
白
鳥
一

寛
（
宮
城
野
）、
滝
沢
謙
二
、
勝

俣
浩
一
（
仙
石
原
）、
土
屋
剛
之
、

石
川
忠
之
（
元
箱
根
）、
土
屋
康

彦
、
内
原
信
之
、
大
場
正
泰
、
山

下
昌
途
（
箱
根
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
10
年
勤
続
）

　

中
村
友
亮
、
菊
川
鉄
也
、
菊

川
恭
一
、
鈴
木　

聡
、
板
倉
裕

次
（
湯
本
）、
田
中
久
士
（
塔
之

澤
）、
渡
邉
勇
也
（
湯
本
茶
屋
）、

小
泉
万
喜
（
大
平
台
）、
山
田
雄

幸
（
宮
ノ
下
）、
榎
本
裕
康
、
瀧

徳
次
、
土
屋
賢
太
（
小
涌
谷
）、

阿
部
啓
太
、
海
野
真
司
、
志
村
隆

太
、
渡
辺
晃
裕
（
元
箱
根
）

［
県
知
事
表
彰
］

◎�

永
年
勤
続
20
年
優
良
消
防
団
員

表
彰

　

河
野
昭
二
（
湯
本
）、
大
庭
久

典
（
元
箱
根
）、
鈴
木
和
男
（
塔

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更
新

　
平
成
30
年
度
消
防
車
両
整
備
事

業
に
お
い
て
、
消
防
署
（
本
署
）

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し

ま
し
た
。

　
消
防
活
動
な
ど
に
使
用
す
る
最

新
の
資
機
材
を
効
率
よ
く
配
置
す

る
と
と
も
に
、
荷
台
に
は
１
５
０

０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
積
載
し
た
こ

と
で
、
消
防
水
利
な
ど
を
利
用
し

な
く
て
も
車
両
か
ら
直
接
放
水
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
車
両
は
、
狭き

ょ
う

隘あ
い

地
区
で
の
活
動

を
考
慮
し
て
、
３
ト
ン
の
消
防
専

用
シ
ャ
シ
を
ベ
ー
ス
に
小
型
化
し
、

雪
道
、
悪
路
な
ど
の
走
破
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
四
輪
駆
動
を
採
用

し
ま
し
た
。

　
こ
の
更
新
に
よ
り
、
消
防
各
署

所
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
全
て
が

小
型
軽
量
化
さ
れ
ま
し
た
。

之
澤
）、
窪
澤　
圭
（
仙
石
原
）、

髙
橋
誠
一
郎
、
川
邉　
剛
（
元
箱

根
）、
古
谷
紀
彦
（
箱
根
）

［
県
消
防
協
会
足
柄
下
支
部
長
表
彰
］

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
20
年
勤
続
）

　
町
長
表
彰
永
年
勤
続
表
彰
（
20

年
勤
続
）
に
同
じ

［
消
防
団
長
表
彰
］

◎
優
良
団
員
表
彰

　
小
川
貴
寛
、
鳥
居
健
太
郎
（
湯

本
）、
田
中
篤
史
（
湯
本
茶
屋
）、

若
林
智
宏
、
玉
木
和
徳
、
鈴
木
啓

史
（
大
平
台
）、
安
井　

勉
（
宮

ノ
下
）、
梅
津
尚
和
、
磯　

一
輝

（
宮
城
野
）、
嶋　
雄
司
（
強
羅
）、

金
子　
森
、
関　
篤
志
（
箱
根
）

消防出初式
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１
月
14
日
、
湯
本
富
士
屋
ホ
テ

ル
で
『
絆
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
箱
根
町
の
新
成
人
は
１
５
３
人
。

　
式
典
で
は
山
口
昇
士
町
長
、
町

教
育
委
員
会
小
林
恭
一
教
育
長
、

来
賓
を
代
表
し
て
町
議
会
沖
津
弘

幸
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
、
高

橋
海
佑
さ
ん
か
ら
成
人
と
な
っ
た

抱
負
や
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
の

思
い
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
祝
い
に
駆

け
つ
け
た
恩
師
や
来
賓
の
方
々
、

町
の
関
係
者
ら
が
見
守
る
中
、
成

人
式
実
行
委
員
会
の
企
画
・
運
営

で
、『
前
程
万
里
』
を
テ
ー
マ
に

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
公
益
社
団
法
人
青
色
申
告
会
箱

根
支
部
に
よ
る
「
お
年
玉
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
」
や
恩
師
の
方
々
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
た
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
新
成
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
そ
の
や
り
と
り
に
会
場
が

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
平
成
最
後
の
成
人
式
、
次
代
を

担
う
若
者
た
ち
は
、
成
人
の
年
に

新
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
二
十
歳
を
迎
え
る
と
社
会
的
責

任
な
ど
未
成
年
の
時
と
は
全
く

違
っ
て
き
ま
す
。
大
人
と
し
て
の

責
任
感
や
自
立
心
を
新
た
に
ま
と

い
、
未
来
に
向
か
っ
て
い
く
新
成

人
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
日
の
日
の

思
い
を
忘
れ
ず
、
ま
た
若
々
し
い

力
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
挑
戦
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

笹
ささ
川
がわ
大
たい
成
せい
さん

　時間通りにスムーズに終え
て良かったです。やりきった
感があります。
　小学校から野球をしていて
送り迎えや朝早くからお弁当
を作ってくれた両親に感謝し
ています。
　しっかり大学を卒業し就職
し良い家庭を築いていきたい
と思っています。

高
たか
波
なみ
憂
ゆう
斗
と
さん

　多少トラブルもありました
が、無事に終えることができ
ました。とても良かったです。
　人生で一度きりの成人式実
行委員会、貴重な体験ができ
良かったです。

田
た
口
ぐち
歓
かん
多
た
さん

　無事に成人になれて良かっ
たと思います。
　自分一人で成人になったわ
けではないと思っていますの
でお世話になった人には感謝
しています。
　誇りが持てる立派な成人に
なりたいと思っています。

鈴
すず
木
き
優
ゆ
栞
か
さん

　改めていろいろな人たちに
支えられてきたということを
実感しました。
　今日のこの日を迎えられた
のもいろいろな人たちに支え
られてきたからです。これか
らは私たちが人を支える立場
になっていきたいと思います。
　立派な大人になれるよう精
いっぱい頑張っていきたいと
思います。

髙
たか
橋
はし
海
み
祐
ゆう
さん

　式典、交流会も無事に終わ
りました。式典での成人の言
葉もちゃんと言えたので良
かったかなと思います。
　これから皆それぞれの道を
進んでいくと思います。自分
もそれに追いつき頑張ってい
きたいと思います。

小
こ
林
ばやし
憂
ゆ
莉
り
さん

　実行委員の一員として箱根
町の成人式を運営することが
でき、光栄に思います。
　春からは幼稚園教諭として
子どもたちと共に自分自身も
成長していけるよう頑張って
いきたいです。
　2０年間大切に育ててくれた
両親にはとても感謝していま
す。これから少しずつ恩返し
していけたらと思います。

望
もち
月
づき
義
よし
章
あき
さん

　成人式で今までお世話に
なった人や友達に会えました。
参加してよかったと思いまし
た。
　また、成人式実行委員とな
り、成人式に関わったことは
本当に良かったと思いました。
　昔の恩師たちに出会えたこ
となど、今後成人を迎えるみ
なさんもぜひ実行委員に参加
してみた方が良いと思います。

実行委員の皆さん
から

ひとこと
〜
新
た
な
る
門
出
を
祝
っ
て
〜

平
成
31
年

箱
根
町
成
人
式
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　おいらは、箱根ジオパークの拠点施設の １つである南足柄市郷土資料館にやってきたよ。南足柄

市郷土資料館は、天狗伝説が息づく森の中にあって、南足柄の歴史や文化を紹介する施設なんだ。

　館内には、南足柄市から箱根町エリアの大きなジオラマがあり、足柄道の解説やこの周辺で見ら

れる岩石や貝化石の標本も展示されているよ。なかでも、ハマグリなどの貝化石がおすすめだよ。

これらの化石は、約200万年～70万年前にできた足
あし
柄
がら
層
そう
群
ぐん
に含まれていて、伊

い
豆
ず
地
ち
塊
かい
が本州に衝突

していくときにできたんだ。南足柄市では、この足柄層群が見られる場所もあるんだよ。

　 2月１6日から 3月3１日には、「第１7回 雛
ひな
の館 森のひなまつり」が開催されるんだ。なんと、江

戸時代から明治・大正・昭和・平成と各時代の雛人形が勢ぞろいするよ。特に江戸時代の享
きょう
保
ほ
雛
びな
や

内
だい
裏
り
雛
びな
は調度品一式が揃っていて、とても見ごたえがあるんだよ。

　南足柄エリアのジオサイトを紹介しているコーナーも

あるからみんなもぜひ「南足柄市郷土資料館」に遊びに

来てね！

　さぁ～て、次はどこに行ってみようかな。

◆照会先
　南足柄市広町１544　　☎0465－73－4570
◆ホームページ
　http://www.city.minamiashigara.kanagawa.jp/

　kurashi/manabi/bunka/kyoudo/

◆アクセス
　伊豆箱根鉄道大雄山線「大雄山駅」から

　道了尊行きバス（おんりーゆー経由）で

　「おんりーゆー」下車、徒歩 6分

「
真
鶴
半
島

ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
体
験
ツ
ア
ー
」

�

参
加
者
募
集
！

　

真
鶴
エ
リ
ア
の
ジ
オ
サ
イ
ト

「
三
ツ
石
海
岸
」、「
真
鶴
半
島
採

石
場
跡
（
番
場
浦
海
岸
）」
な
ど

を
巡
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
！

　
火
山
の
噴
火
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
真
鶴
半
島
は
噴
出
し
た
溶
岩
が

天
然
の
漁
礁
と
な
り
、
た
く
さ
ん

の
生
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
漁
業
は
真
鶴
町
を
代
表

す
る
産
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
地
の
成
り
立
ち
と
つ
な
が
る

自
然
、
そ
し
て
人
々
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
一
緒
に
た
ど
り
ま
し
ょ
う
！

日　
時　
２
月
10
日
㈰
10
時
～
13

時
（
受
付
開
始
９
時
45
分
）

集　
合　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博

物
館
（
ケ
ー
プ
真
鶴
２
階
）

定　
員　
30
名

参
加
費　
大
人
３
０
０
円
、
小
学

生
～
高
校
生
２
５
０
円
、
幼
児
50

円申
込
方
法　

事
前
予
約
制
。
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類

博
物
館
へ
電
話
（
☎
０
４
６
５
―

６
８
―
２
１
１
１
（
９
時
30
分
～

16
時
・
木
曜
休
館
））、
ま
た
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー

ム
（http://discoverblue.

org/umi_Msm/umi_Msm201812-
02.html

）
よ
り
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

「
湯
河
原
満
喫
バ
ス
ツ
ア
ー
！

～
梅
の
香
り
に
誘
わ
れ
て
～
」

�

参
加
者
募
集
！

　
早
春
の
湯
河
原
を
巡
る
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
！

　
ジ
オ
サ
イ
ト
「
幕
山
」
は
、
約

15
万
年
前
の
噴
火
で
で
き
た
火
山

で
約
４
千
本
の
紅
梅
と
白
梅
が
咲

き
乱
れ
ま
す
。
ま
た
、
「
湯
河
原

ス
イ
ー
ツ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ち
ぼ
り
」

で
の
ミ
ニ
工
場
見
学
、
「
独
歩
の

湯
」
で
は
足
湯
も
体
験
し
ま
す
。

昼
食
の
海
鮮
丼
も
お
楽
し
み
に
！

　
梅
の
香
り
に
包
ま
れ
て
、
ひ
と

足
早
く
春
の
訪
れ
を
探
し
に
行
き

ま
し
ょ
う
！

日　
時　
３
月
９
日
㈯
９
時
30
分

～
16
時
30
分

集　
合　
Ｊ
Ｒ
湯
河
原
駅

行　

程　

幕
山
→
ホ
テ
ル
城
山

（
昼
食
）
→
不
動
滝
→
独
歩
の
湯

→
ス
イ
ー
ツ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ち
ぼ

り
→
湯
河
原
駅

※
解
散
後
、
希
望
者
は
日
帰
り
温

泉
へ
ご
案
内
し
ま
す

定　
員　
25
名

参
加
費　
５
，
９
８
０
円
（
バ
ス

代
・
昼
食
代
・
保
険
代
込
）

申
込
方
法　
事
前
予
約
制
。
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
２
月
23
日
㈯
ま
で
に
㈱

フ
ォ
レ
ス
ト
へ
電
話
、
FAX
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

紹
介
先　
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト

☎
０
４
６
５
―
４
３
―
７
２
６
２

FAX
０
４
６
５
―
４
３
―
７
２
６
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.its-forest.jp/
bus/〝

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
認
定
特
産
品
〟

�

決
定
！！

　
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
箱
根

支
部
を
事
務
局
と
し
た
ジ
オ
パ
ー

ク
特
産
品
開
発
委
員
会
（
委
員

長
：
鈴
木
茂
男
）
で
は
、
箱
根
ジ

オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ
ト
や
当
エ

リ
ア
の
自
然
や
歴
史
な
ど
を
想
起

さ
せ
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ

る
飲
食
・
土
産
品
を
「
箱
根
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
特
産
品
」
と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
た
に
5
品
を
認
定

し
、
合
計
で
29
品
と
な
り
ま
し
た
。

◆
関
所
札
ま
ん
じ
ゅ
う

【
株
式
会
社
す
ず
し
ん
】

◆
曽
我
の
彩
り

【
神
尾
食
品
工
業
株
式
会
社
】

◆
大
涌
谷　
黒
た
ま
ば
く
だ
ん

【
株
式
会
社
鈴
廣
蒲
鉾
本
店
】

◆
箱
根　
自
然
薯
揚
げ

【
株
式
会
社
Ｊ
Ｓ
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
】

◆
小
田
原
城
を
攻
め
る
の
は
あ
な

た
！！
難
攻
不
落
の
石
垣
う
め
ス
コ
ー
ン

【N
atural�sw

eets�Toitoi

】

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
つ
い
て
は
、

2
月
12
日
㈫
～
15
日
㈮
に
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る

「
第
85
回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー　
春　

２
０
１
９
」
と
同
時
開
催
す
る

「feel　

N
IPPO

N

　

春　

２
０
１
９
」に
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
特
産
品
の
展
示
ブ
ー
ス
を
設

け
、
出
展
し
ま
す
。

　
来
場
者
に
特
産
品
の
紹
介
、
新

た
な
販
路
開
拓
へ
の
支
援
な
ど
、

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の
更
な
る
周
知

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

知ってる？箱根
ジオパーク！

「南足柄市郷土資料館」

蛤沢の貝化石

森のひなまつり
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広報はこね　2019.February
猫犬
捨 や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565)に相談を。

箱根土曜塾からのお知らせ　№ 6

～「箱根土曜塾」で活躍する講師について～
　箱根土曜塾は、受講生の学力に応じて 5つのグループ（ 5～ 6名）に分かれ、各グループの講師が、
受講生に合せたプログラムにより、授業を行っています。
　今回は、箱根土曜塾の運営を委託している株式会社　城南進学研究社の職員を
紹介します。城南進学研究社の皆さんは、授業・教材の作成・保護者会・学習法
ガイダンスの実施など、受講生の希望校合格のため、熱心に箱根土曜塾を運営し
ています。
　受験生の皆さんが、日頃の勉強の成果を発揮できるように応援しています！

　平成30年度から各小・中学校のホームページを大幅にリニューアルし、現在は各学校でほぼ毎日
内容を更新しています。
　町の一貫教育は、系統性を持って行う「共有」と、各学校の特色を生かした「個性化」をキー
ワードに取り組んでおり、ホームページのレイアウトは各学校とも共通ですが、ホームページの内
容には各学校の特徴が現われています。
　例えば、給食については、その日の献立がコメントと写真付きで掲載されています。小中一貫教
育共通献立を実施している日は、各小・中学校ですべてまたは一部が同じ献立になっていますが、
同じ献立でも学校によって若干の違いがあります。
　この他にも、様々な学校での行事の様子やちょっとした出来事が日々掲載されていますので、ぜ
ひご覧ください。

各小・中学校のホームページアドレス
湯本小学校　　　　http://yumoto-es.hakone-edu.jp/
箱根の森小学校　　http://hmori-es.hakone-edu.jp/
仙石原小学校　　　http://sengoku-es.hakone-edu.jp/
箱根中学校　　　　http://hakone-jhs.hakone-edu.jp/

� ※学校名で検索することもできます。　　　　　　

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』
小・中学校ホームページ 編

①氏名
②�好きな言葉や座右の
銘

③リラックス方法
④�受験生に向けたメッ
セージ

①岡本 龍（左上）
②努力に勝る天才なし
③�カフェ巡り（お気に入りの
カフェで読書）

④�人生に正解はないが、入試
にはある。自分の解答を信
じて、最後まで集中して、
志望校合格を勝ち獲ってく
ださい。

①水野 雅恭（左下）
　�（箱根中学のある先生によ
く似ていると言われます）

②�何事にも失敗を恐れず挑戦
し続ける

③�海で遊ぶか温泉に入るか
　�（箱根の温泉にはよく家族
でお邪魔しています）

④�全員合格のお知らせを心待
ちにしています。

①須賀 康治（右上）
②�雲外に蒼天あり（障害や悩
みを乗り越えれば、青空が
広がっている）
③�「リラックス、リラック
ス、…」と唱える。
④�一緒にがんばった友達と最
後までがんばろう！

①山中 裕法（右下）
②�人生万事塞翁が馬
③�映画鑑賞
④�天は自ら助くる者を助く

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

�

募
集
中
！！

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男

女
が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
均
等
に
活

躍
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
内
閣
府
で
は
、「
男
女

共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
に
も
っ

と
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

募
集
テ
ー
マ　
「
学
び
」
を
通
じ

て
、
女
性
も
男
性
も
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
、
多
様
な
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ

ア
の
形
成
と
選
択
が
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ

応
募
資
格　
ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
が
、
未
発
表
の
自
作
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

応
募
期
間　

2
月
28
日
㈭
ま
で

（
必
着
）

応
募
方
法　
男
女
共
同
参
画
局
サ

イ
ト
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
よ

り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.gender.

go.jp/public/week/week.html

）

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

※
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、

２
０
１
９
年
度
の
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
広
報
啓
発
活
動
（
ポ
ス

タ
ー
な
ど
）
に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、

6
月
の
男
女
共
同
参
画
週
間
期
間

中
に
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
か

ら
表
彰
さ
れ
る
予
定
で
す
。

照
会
先　
企
画
課

�
☎
８
５
―
９
５
６
０

火
葬
料
に
対
す
る

補
助
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
火
葬
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

ど
こ
の
斎
場
を
利
用
し
て
も
、
１

体
に
つ
き
７
万
円
を
限
度
に
全
額

を
町
が
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
老
朽
化
が
著
し
い
小
田
原
市
斎

場
は
、
平
成
31
年
７
月
か
ら
の
一

部
供
用
開
始
を
目
指
し
、
建
て
替

え
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
斎

場
の
整
備
運
営
費
は
、
小
田
原
市
、

南
足
柄
市
、
大
井
町
、
松
田
町
、

山
北
町
、
開
成
町
、
箱
根
町
が
負

担
し
て
い
き
ま
す
が
、
受
益
者
負

担
の
観
点
か
ら
、
新
斎
場
の
供
用

開
始
後
は
、
こ
れ
ら
の
市
町
居
住

者
に
次
の
と
お
り
使
用
料
を
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
12
歳
以
上
の
者
の
死
体

�

１
体　
１
万
２
，
０
０
０
円

○
12
歳
未
満
の
者
の
死
体
又
は
胎

児

�

１
体　
６
，
０
０
０
円

○
臓
器
等

�

１
室　
２
，
０
０
０
円

※
待
合
室
に
つ
い
て
は
、
１
室
ま

で
無
料
。

　
２
室
目
以
降
は
１
室
５
，
０
０

０
円
。

　
な
お
、
小
田
原
市
斎
場
以
外
の

斎
場
を
利
用
し
た
場
合
は
、
一
旦

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
火
葬
料
を
全

額
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
が
、

小
田
原
市
斎
場
と
同
額
の
使
用
料

を
差
し
引
い
た
金
額
を
補
助
し
ま

す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
総
務
防
災
課
（
町
民
係
）

�
☎
８
５
―
７
１
６
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

�
の
実
施（
動
産
）

　
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
を
し

た
動
産
を
、
滞
納
額
に
あ
て
る
た

め
、
次
の
と
お
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　

ヤ
フ
ー
の
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
画
面
に

て
必
要
事
項
を
入
力
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
期
間　
2
月
14
日
㈭
13

時
～
2
月
26
日
㈫
23
時

入
札
期
間　
3
月
5
日
㈫
13
時
～

3
月
7
日
㈭
23
時

開
札
日
時　
3
月
8
日
㈮
9
時

入
札
お
よ
び
開
札
の
場
所　
税
務

課
（
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ

ム
上
）

売
却
決
定
日
時　
3
月
8
日
㈮
10

時売
却
決
定
の
場
所　
税
務
課

代
金
納
付
期
限　
3
月
15
日
㈮
14

時
30
分

　
公
売
物
品
、
見
積
価
格
、
公
売

保
証
金
、
下
見
会
な
ど
、
詳
し
い

事
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
公
売
が
中
止

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
税
務
課
（
収
納
係
）

�

☎
８
５
―
９
５
７
３

道
路
の
除
雪
作
業
に

�

理
解・ご
協
力
を

　
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
期
間
、

「
凍
・
雪
害
対
策
本
部
」
を
設
置

し
、
主
要
路
線
の
凍
・
雪
害
対
策

に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

迅
速
な
通
行
確
保
の
た
め
、
交
通

量
の
少
な
い
時
間
帯
（
深
夜
）
に

よ
る
作
業
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
凍
・
雪
害
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
【
緊
急
・
防
災
・
消
防
】

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い
】

◎
間
口
の
雪
処
理
は
各
家
庭
で

　
か
き
寄
せ
ら
れ
た
雪
が
間
口
を

ふ
さ
い
で
し
ま
っ
た
場
合
、
間
口

の
雪
は
各
家
庭
や
近
所
の
皆
さ
ん

で
協
力
し
て
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
自
己
敷
地
内
の
堆
積
を

　
敷
地
内
の
雪
は
道
路
に
出
さ
ず
、

敷
地
内
に
堆
積
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
路
上
駐
車
は
し
な
い

　
路
上
駐
車
は
、
作
業
や
緊
急
車

両
通
行
の
支
障
に
な
り
ま
す
。
事

故
や
立
ち
往
生
を
防
ぐ
た
め
、
冬

季
期
間
中
は
す
べ
り
止
め
対
策
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
作
業
車
に
は
近
寄
ら
な
い

　
氷
の
塊
が
飛
ぶ
こ
と
も
あ
り
、

大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
作
業
員

に
声
を
か
け
る
こ
と
も
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
都
市
整
備
課
（
道
路
管

理
係
）

�

☎
８
５
―
８
６
０
０
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広報はこね　2019.February

　学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育相談センター☎85－7776へ！

社会教育センター図書室から
《蔵書点検による図書室休室と移動図書館巡回休止》

クイズ
　正解者の中から抽選で ３人の方に図書カード
をプレゼントします。
【問題】平成３１年 ４ 月から○○○○期間の国民
年金保険料が免除となります。出産予定日の 6
か月前から届け出が可能です。※届け出が出来
るのは平成３１年 ４ 月からです。
　この○○○○に入る漢字 ４文字を答えてくだ
さい。

応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、
電話番号を明記し、応募してください。

※町内在住の方のみ、 １人 １通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　 2月１2日㈫　当日消印・着信有効
応募先　〒25０－０３9８　箱根町企画課

1 月号の解答　「洞爺湖」
当選者　秋山　尚二さん（小涌谷）
　　　　瀧口　幸好さん（仙石原）
　　　　福井　晴琉さん（箱　根）
★当選おめでとうございます。

澤
さわ

田
だ

謡
うた

來
こ

ちゃん� １１/25� 里 志 さん� 宮城野
相
あい

原
はら

葵
あおい

ちゃん� １2/１３� 宣 之 さん� 強　羅
渡
わた

邉
なべ

茉
ま

白
しろ

ちゃん� １2/１9� 大 介 さん� 仙石原

赤ちゃん誕生（誕生証書12月発行分）

おくやみ（12/19〜 1 /18受付分）
勝
かつ

俣
また

正
まさ

光
みつ

さん� １2/１７� 66歳� 宮 城 野
菊
きく

川
がわ

陽
はる

淑
よし

さん� １2/2０� ８5歳� 湯 本
柴
しば

田
た

政
まさ

直
なお

さん� １2/22� ７７歳� 宮 城 野
神
かん

戸
べ

孝
たか

子
こ

さん� １2/25� 9０歳� 湯 本
勝
かつ

俣
また

昭
あき

忠
ただ

さん� １2/2８� ７6歳� 宮 城 野
村
むら

瀬
せ

惠
え

美
み

子
こ

さん� １2/３０� 9１歳� 元 箱 根
榊
さかき

原
ばら

仁
ひと

司
し

さん� １2/３０� ８2歳� 仙 石 原
児
こ

島
じま

主
かず

徳
のり

さん� １ / 2 � 62歳� 箱 根
小
こ

屋
や

照
てる

雄
お

さん� １ / ４ � ８5歳� 湯 本
成
なる

井
い

由
よし

雄
お

さん� １ / 6 � 9０歳� 宮 城 野
國
くに

安
やす

好
よし

惠
え

さん� １ / 9 � 9０歳� 仙 石 原
岩
いわ

城
き

駒
こま

雄
お

さん� １ /１４� ８１歳� 仙 石 原
勝
かつ

又
また

ひささん� １ /１４� １００歳� 箱 根
小
こ

宮
み

山
やま

やゑさん� １ /１5� ８７歳� 仙 石 原
米
よね

山
やま

國
くに

義
よし

さん� １ /１5� ７７歳� 湯 本
今
いま

井
い

靖
のぶ

敏
とし

さん� １ /１5� ８３歳� 湯 本
照会先　社会教育センター　☎８2－269４

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー（
2
月
）※

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
来
月
の
予
定
も
一
部
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

　
詳
細
は
次
号
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
今
日
か
ら
で
き
る
！

健
康
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

�
講
座
の
お
知
ら
せ

　
「
今
日
か
ら
で
き
る
！
健
康
ダ

イ
エ
ッ
ト
」
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
箱
根
町
の
健
診
結
果
で
国
や
神

奈
川
県
と
比
較
し
て
体
重
が
重
い

肥
満
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

体
重
増
加
が
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と

は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
生

活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
で
に
く

い
た
め
検
査
値
が
異
常
で
も
長
年

そ
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
で
重
症
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
重
症
化

し
て
か
ら
治
療
す
る
と
医
療
費
も

増
大
し
ま
す
。
そ
の
先
の
長
い
人

生
を
充
実
す
る
た
め
に
も
、
今
か

ら
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
体
重
管

理
を
継
続
で
き
る
よ
う
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

日　
時　
３
月
4
日
㈪
13
時
30
分

～
15
時
30
分
（
受
付
は
13
時
か
ら
）

場　

所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　
さ
く
ら
館
２
階
会
議
室

講　
師　
有
限
会
社　
足
柄
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス　
健

康
運
動
指
導
士
・
栄
養
士

定　
員　
25
名
（
先
着
順
）

対　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ

オ
ル
、
お
茶
ま
た
は
水
、
筆
記
用

具申
込
方
法　
３
月
1
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
保
険
健
康
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
４

予
備
自
衛
官
補
募
集

応
募
資
格　
一
般　
18
歳
以
上
34

歳
未
満
の
方
／
技
能　
18
歳
以
上

で
、
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53
歳

未
満
～
55
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
１
月
7
日
㈪
～
４
月

12
日
㈮

試
験
期
日　
４
月
20
日
㈯
～
24
日

㈬
の
う
ち
１
日
を
予
定

　
ま
た
、
自
衛
官
候
補
生
に
つ
い

て
は
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方
を

対
象
に
、
年
間
を
通
じ
て
募
集
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
受
験
、
合
格
発
表
、
入
隊
時
期

な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
事
務

所
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
自
衛
隊
小
田
原
地
域
事

務
所　
小
田
原
市
栄
町
１
―

14
―

９　
Ｎ
Ｔ
ビ
ル
３
Ｆ

☎
０
４
６
５
―
２
４
―
３
０
８
０

か
な
が
わ
駅
伝

　
第
73
回
市
町
村
対
抗
「
か
な
が

わ
駅
伝
」
競
走
大
会
に
箱
根
町

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。
力
走
す

る
選
手
に
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

日　

時　

2
月
10
日
㈰
9
時
ス

タ
ー
ト

コ
ー
ス　

秦
野
市
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
（
秦
野
市
総
合
体
育
館
）

～
県
立
相
模
湖
公
園
の
全
7
区
間

（
51
・
５
㎞
）

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

善
意
の
寄
付

〈
町
資
源
保
全
基
金

�

（
箱
根
ト
ラ
ス
ト
）〉

◎�
株
式
会
社
箱
根
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
（
代
表
取
締
役
社
長　
岩

崎
俊
男
）　
様

�
３
万
９
千
円

〈
箱
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
〉

◎
望
月　
さ
な
え　
様

�

紙
お
む
つ
（
15
袋
）

◎
㈱
北
海
道
箱
根
牧
場

　
代
表
取
締
役
社
長

　
勝
俣　
克
廣　
様

�

じ
ゃ
が
い
も
（
５
０
０
㎏
）

移動図書館きつつき号巡回予定表
場　所 日　時

１
コ
ー
ス

箱根幼稚園

2 /１３㈬

9 ：2０～ 9 ：４０
畑宿寄木会館 １０：００～１０：１5

湯本茶屋（静観荘駐車場） １０：３０～１０：４5
山崎集会所 １１：００～１１：１5

２
コ
ー
ス

箱根の森小学校

2 /１４㈭

１０：2０～１０：３5
大平台姫之湯 １３：5０～１４：０5
宮ノ下駐車場 １４：2０～１４：３5

強羅向山公園駐車場 １４：４5～１5：００
宮城野保育園 １5：１０～１5：４０

３
コ
ー
ス

役場本庁駐車場 2 / １ ㈮・１5㈮ １2：３5～１2：5０

湯本小学校 2 / １ ㈮ １３：００～１３：３０
2 /１5㈮ １０：１5～１０：４０

湯本幼児学園
2 / １ ㈮・１5㈮

１３：5０～１４：2０
町社会福祉協議会 １４：25～１４：４０

さがみ信用金庫湯本支店前 １４：5０～１5：０5

４
コ
ー
ス

さくら館

2 / 6 ㈬

１０：４5～１１：００
宮城野公民館 １１：１０～１１：25
箱根中学校 １2：5０～１３：０5
元箱根集会所 １３：４5～１４：００
箱根集会所 １４：１０～１４：25

５
コ
ー
ス

仙石原小学校

2 / ８ ㈮

１３：００～１３：３０
アレンジメントケア箱根仙石原 １３：４０～１３：55

仙石原幼児学園 １４：１０～１４：４０
仙石原文化センター １４：55～１5：１０

※巡回予定は変更になる場合があります。
照会先　社会教育センター　☎８2 － 269４

　社会教育センター図書室は、蔵書点検作業のため、
2月１８日㈪から ３月 ４日㈪まで、臨時休室（社会教
育センターの休館日を含む）し、あわせて移動図書
館「きつつき号」も巡回を休止します。
　また、仙石原公民館の図書室も、 2月26日㈫・2７
日㈬に点検作業を行うため、臨時休室します。
　休室期間中は、図書の閲覧・貸し出し、図書室へ
の入室ができません。
　返却は、社会教育センター玄関横のブックポスト
を利用してください。
　蔵書点検作業は毎年一回、図書室で所蔵している
本とデータを照合し、確認する作業です。ご不便を
おかけしますが、ご理解、ご協力をお願いします。

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

こども・幼児
水泳教室A

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

こども・幼児
水泳教室B 休館日

おとな
水中運動教室
出張体操教室①

おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

１0 １１ １２ １３ １４ １５ １６

こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水泳教室
こども・幼児
水泳教室A

１７ １８ １９ ２0 ２１ ２２ ２３

こども・幼児
水泳教室B 休館日 出張体操教室② こども・幼児

水泳教室A

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ３/１ ２

こども・幼児
水泳教室B 休館日 こども・幼児

水泳教室A

【さくら館温水プール水泳教室】
〈おとな水中運動教室／おとな水泳教室〉
実施時間　１４時～１5時／１８時３０分～１9時３０分
対　象　　大人（中学生以上）
受講料　　 １回券７００円、フリーパス2,０００円、１０回券７,０００円
〈こども・幼児水泳教室〉
実施時間　Aこども：１０時～１１時、幼児：１３時～１４時
　　　　　Bこども：１３時～１４時、幼児：１０時～１１時
対　象　こども：小学生、幼児： ３ 歳～未就学児（要オムツ離れ）
受講料　 １回券４００円、フリーパス１,０００円、１０回券４,０００円
◎共通
持ち物　水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
入場料　大人３００円、中学生以下１００円
　　　（障がいのある方、未就学児は無料）
参加方法�　開始時間の１０分前までにプール受付に集合してく

ださい。
※受講者多数により参加できない場合があります。
その他　プールの利用時間は 9時～2０時です。
　　　（入館は１9時３０分まで）
照会先　さくら館☎８5－０８００

【出張体操教室】
① 2 / 5 　さくら館機能訓練室
　　　 　１０時～１１時３０分
　　　 　仙石原文化センター和室
　　　 　１４時～１5時３０分
② 2 /１9　社会教育センター軽スポーツ室
　　　 　１０時～１１時３０分
　　　 　郷土資料館学習室
　　　 　１４時～１5時３０分
対　象　１6歳以上
内　容　ヘルシー体操（軽運動とストレッチを合わせ

た体に優しい体操です）
持ち物　運動のできる服装、タオル、水筒、会場が社

会教育センター・さくら館の場合は室内運動
靴、郷土資料館の場合は屋外運動靴

参加方法　参加費は無料です。会場にて講師に直接声
をかけてください。

照会先　教育委員会生涯学習課☎８5－７6０１
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保
険
料
に
つ
い
て

旬を知っておいしく食べよう♪

栄養満点 !　旬レシピ

　国民健康保険料については、夜間・休日も、納
付書裏面記載のコンビニエンスストアで納付がで
きます。
　また、介護保険料および後期高齢者医療保険料
についても、今月からコンビニ収納を開始しま
す。 ただし、 2月 １日以降に発行されたバーコー
ド付の納付書が対象です。バーコードが印字され
ている納付書でないとコンビニでの納付はできま
せん。コンビニでの納付を希望の方は、照会先ま
で問い合わせてください。

照会先　☆保険健康課　　　　☎８5－956４

最
新
情
報
は
町
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
！
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。

=

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告
募
集
中= 

（
企
画
課
☎
８
５

－

９
５
７
２
）

住民の方は窓口で申し出れば、町立観光施設・郷土資料館の入館料が無料になります。 夜間診療ができる病院などについては、消防署（☎ 82−4511）に問い合わせてください。

　わかめは、県内でも、厳冬期から春にかけて東京湾
から相模湾にかけて、養殖や天然で採れます。
　葉はやわらかく、茎は歯ごたえ、めかぶはぬめりが
あり、酢の物やみそ汁など各々楽しめます。
　栄養価は、カルシウムなどのミネラルやビタミン、
不足しがちな食物繊維も豊富です。
　選び方のポイントは、生ものは、弾力と厚みがあり
緑色が濃いものを選びましょう。
照会先　さくら館☎８5―０８００

●材料（ ４人分）
生わかめ　　　　　　１2０ｇ
ながいも　　　　　　１００ｇ
ちくわ　　　　　　　 2本
★だし汁　　　　　　１5０㎖
★しょうゆ　　　　　大さじ １
★（練り）わさび　　適量

●作り方
①　�生わかめ（葉）はよく洗い、たっぷりの湯で2０秒

くらい茹でます。
②　�①のわかめをザルにあけて水で洗い、適当な大き

さに切り、水気をしっかり切る。
③　�ながいもは皮をむき、 ３～ 5㎝長さの千切りにす

る。
　　ちくわは縦 ８等分、長さ ３等分に切る。
④　�ボウルに★印の調味料を入れて、②のわかめと③

のながいもとちくわを加えて和えて器に盛り付け
る。

今月の‘旬’
わかめ、のり、にんじん、かぶ、ほうれんそう、いち
ご、ポンカン、するめいかなど

電
気
自
動
車
は
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
税
務
課
へ
。（
☎
８
５

－

７
７
５
０
）

普通救命講習

身体障がい者の
補装具相談会

　長さ３０㎝のクヌギなどの原木に穴をあ
けて菌を打ち込み、シイタケのホダ木を
作る体験教室です。ご家族で楽しめます。
期　間　 2月 １日㈮～ ３月１０日㈰まで
材料費　 １本１5０円
照会先　森のふれあい館☎８３－6００6

休日急患（医科）
　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
（☎８2－４5１１）に確認してください。
診療時間　 9時３０分～１７時
当番日 当番医 所　在 電話番号
2 / ３ 元箱根木村医院 元箱根 ８5－１１１７

１０ 箱根リハビリテーション病院 仙石原 ８４－9１１１

１７ 尾泉内科医院 宮城野 ８2－2４2３

2４ 箱根リハビリテーション病院 仙石原 ８４－9１１１
※受診の際にはお薬手帳をご持参ください。

◆ ４か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　 2月１３日㈬１2時４０分～１３時受け付け
対　象　 ４か月児：平成３０年１０月生まれの乳児
　　　　１０か月児：平成３０年 ３ 月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ（１０か月児のみ）
◆ 1歳 6か月児健康診査／ ３歳 6か月児健康診査
日　時　 2月１３日㈬１３時～１３時2０分受け付け
対　象　 １歳 6か月児：平成29年 ８ 月生まれの幼児
　　　　 ３歳 6か月児：平成2７年 ８ 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2歳・ 2歳 6か月・ ３歳児歯科健康診査
日　時　 2月 ８日㈮１３時～１３時３０分受け付け
対　象　平成2８年 １ 月・ ７月、平成29年 １ 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　 2月１2日㈫ 9時４5分～１１時４5分
対　象　 ７か月～ ３歳までの乳幼児とその保護者
※ １週間前までに電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　 2月2１日㈭１３時３０分～１5時
対　象　 ３～１８か月頃の乳幼児とその保護者
※ １週間前までに電話で申し込んでください。
○場所はいずれもさくら館です。

すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎８5－9595

●趣味の教室
書　道　 2月 １日㈮・１5日㈮１０時～１2時
絵手紙　 2月１４日㈭・2８日㈭１０時～１2時
対　象　各教室とも町内在住の6０歳以上の方
※開催日が変更になる場合があります。
●健康相談
日　時　 2月１5日㈮１３時３０分～１４時受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定

など
対　象　町内在住の6０歳以上の方
●第３0回やまなみ芸能大会
日　時　 ３月 5日㈫１０時～１5時
対　象　町内在住の6０歳以上の方
申込方法　 2月 ８日㈮までに各地区単位老人クラブ会長ま

たは福祉課に申し込んでください。

やまなみ荘コーナー
照会先　福祉課☎８5－７７9０

催 し 案 内

心配ごと相談

歩く会
観梅コース
［11㎞］

小田原保健福祉事務所
各種相談日

子どもほっと相談

西湘地区就職面接会

福祉相談会

日　時　 2月１０日㈰ 9時2０分
（中止の場合は１5日㈮）

集合場所　箱根登山線　箱根湯本駅
コース　入生田～辻村農園～めだかの学

校～小田原駅
※帰路　小田原駅からJR利用
会　費　5００円（保険料他）
※初参加の方は別に5００円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司
� 　☎８5－6７８８
※当日開催の有無は☎８5－6７８８で確認し
てください。音声メッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の１７時
から当日の 9時までです。

日　時　 2 月１８日㈪１３時３０分～１5時３０分
場　所　さくら館
内　容　生活、人権に関する相談、国や

県への要望など
相談員　民生委員児童委員、人権擁護委

員、学校教育指導員、総務省行政
相談委員

※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　福祉課☎８5－７７9０

日時・場所
・ 2月１４日㈭　役場分庁舎 ４階第 ７会議室
・ 2月2８日㈭　さくら館相談室
（当日の電話相談は☎８5－０８００まで）
いずれも１０時～１2時
対　象　身体・知的・精神障がい者およ

び家族
内　容　社会福祉士など専門家による面

接相談、電話相談
照会先　福祉課☎８5－７７9０

日　時　 2月１８日㈪１３時～１5時
（受け付けは１４時まで）

場　所　小田原市保健センター
（小田原市酒匂 2 −３2−１6）

内　容　肢体不自由障がい者の補装具交
付、修理相談

※希望する方は 2月１5日㈮までに連絡し
てください。
照会先　福祉課☎８5－７７9０

○�エイズ相談・検査　 2月2０日㈬ 9時～
１１時

○�精神保健福祉相談　 2月１４日㈭・１9日
㈫・2８日㈭　いずれも１３時３０分～１6時
３０分

○�認知症相談　 ３月 １日㈮１３時３０分～１6
時３０分

○�療育歯科相談　 2月2８日㈭・ ３月 ７日
㈭　いずれも 9時～１5時３０分
※予約制です。相談を希望する方は、前
日までに連絡してください。
照会先　小田原保健福祉事務所保健予防

課☎０４65−３2−８０００（内線３2３6：
療育歯科相談・内線３2４6：その他
の相談・検査）

日　時
①普通救命講習Ⅱ
　 2月2１日㈭ 9時～１３時
②普通救命講習Ⅰ
　 2月2４日㈰ 9時～１2時
内　容　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）

を用いた心肺蘇生法および止血法
など（①は実技と筆記の効果測定
を含む）

場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤

の方
定　員　各2０人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
※他にもさまざまな応急手当普及講習の
方法がありますので、問い合わせてくだ
さい。
申込・照会先　消防署警備課（救急係）
� ☎８2－４5１１

日　時　 2 月１８日㈪１2時～１5時
場　所　さくら館
内　容　教育に関する相談
相談員　教育相談センタースタッフ
※希望する方はなるべく事前に連絡して
ください。
照会先　教育相談センター☎８5－７７７6

日　時　 2 月 ８ 日㈮１３時３０分～１6時
場　所　小田原市民会館 ３階　小ホール
　　　　（小田原市本町 １ − 5 −１2）
内　容　人事担当者と会場で面接ができ

る合同面接会
対　象　仕事を探している方（平成３１年

卒業予定の大卒者を含む）
持ち物　履歴書（複数枚）職務経歴書

（任意）
照会先　小田原公共職業安定所
　　　　☎０４65－2３－８6０9
　　　　小田原市役所　産業政策課
　　　　☎０４65－３３－１5１４

森のふれあい館
シイタケのホダ木づくり

生わかめ和え物

高次脳機能障害専門相談
日　時　 ３月 １日㈮１４時～１5時３０分
場　所　おだわら障がい者総合相談支援

センタークローバー（小田原市久
野１１5− 2 おだわら総合医療福祉
会館 １階）

対　象　高次脳機能障がいの方および家
族、支援者

照会先　おだわら障がい者総合相談支援
センタークローバー☎０４65－３5－
525８

2 月28日㈭納期限
☆国民健康保険料� （第 9期）
☆介護保険料� （第 9期）
☆後期高齢者医療保険料� （第 8期）
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ふれあいひろば
●町ホームページ内「写真ニュース」でも地域の話題を配信中！

編 集 後
記

みんなでシェアして、低炭素社会へ。

環境先進観光地
―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!

町の人口と世帯
－ 1月 1日現在－

●人口　11,289人
　男　5,３78　　女　5,911
●世帯　 6,126
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日章旗の返還
● 1 /17（箱根町役場）

　太平洋戦争で戦死した川邊安蔵さんが戦地に携え、後にアメ
リカに渡った日章旗がアメリカのNPO団体の活動により遺族
へ返還されました。親族や近隣住民から寄せ書きされた日章旗
を前に遺族の川邊光世さんは言葉を詰まらせ、一人ひとり書か
れた名前を確認していました。

正月遊びと七草がゆ
● 1 ／ ４ （郷土資料館）

　郷土資料館にてお正月を楽しむ会が開催されました。会では
正月遊びの体験会および七草がゆの試食会が行われました。湯
本幼児学園の園児などが訪れ、コマ回しやカルタ、けん玉、
ビー玉、羽根つきなどを楽しそうに体験していました。おいし
い七草粥を食べ、無病息災を願いました。

園児そり遊び
●12／20（箱根園）

　箱根園そり遊び広場に町内の園児が招待されました。１2月の
晴天の中、園児たちは楽しそうに何度も滑っていました。さて
2月は本格的な寒さと雪のシーズンとなります。園児たちのよ
うに元気に冬を乗り越えていきましょう。

健闘をたたえる寄木トロフィー
●12／21（箱根町役場）

　箱根駅伝往路優勝校に贈る寄木のトロフィー。今年は日本遺
産にも認定された箱根八里をテーマに作成されたとのこと。往
路ゴール会場での授与の際には大きな歓声が起こりました。箱
根を代表する伝統工芸、寄木細工の素晴らしさが伝わったのだ
と思いました。
� ※P ３ 関連記事

　新年を迎え早いものでも
う一月が経過しました。今月
の特集記事は成人式です。キラ

キラした新成人たち、また新成人を感慨深く見守る保護
者のみなさんの姿が印象的でした。
　さて、本来のコーナーであるわが家のアイドルも絶賛
募集中です。みなさんのおうちのアイドルの応募をお待
ちしています。
� （Ｍ）
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